
兵
所
を
出
た
と
た
ん
、
小
銃
弾
に
当
た
っ
て
ば
っ
た
り
路
上
に
倒

れ
た
。
す
ぐ
抱
き
起
こ
し
て
、
し
っ
か
り
せ
よ
と
励
ま
し
た
が
、

わ
し
に
か
ま
わ
ず
戦
闘
し
て
く
れ
と
の
言
葉
を
残
し
て
息
を
引
き

と
っ
た
。

そ
う
だ
、
早
く
戦
車
の
こ
と
を
報
告
し
よ
う
と
、
中
隊
事
務
所

へ
戻
っ
た
ら
、
こ
こ
で
も
青
野
小
隊
長
、
山
崎
中
隊
長
が
目
と
胸

に
そ
れ
ぞ
れ
弾
丸
を
う
け
て
倒
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
敵
の
戦
車

の
こ
と
を
報
告
し
た
ら
中
隊
長
は
「
肉
薄
攻
撃
班
を
編
成
せ
よ
」

と
命
令
さ
れ
た
。「
だ
れ
も
も
う
い
ま
せ
ん
」
と
も
答
え
ら
れ
ず

「
は
い
」
と
答
え
て
そ
の
場
を
去
っ
た
。
も
う
こ
れ
が
最
後
だ
と

覚
悟
を
決
め
て
か
ら
落
ち
着
い
て
き
た
。

砲
弾
音
も
だ
い
ぶ
遠
の
い
た
感
じ
が
し
た
と
き
、
今
度
は
陣
地

か
ら
友
軍
の
戦
車
が
き
た
、
と
伝
令
が
連
絡
し
て
き
た
。
し
め
た
、

も
う
こ
れ
で
助
か
っ
た
、
と
思
っ
た
。
時
刻
も
か
れ
こ
れ
午
後
四

時
ご
ろ
に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
戦
闘
で
丸
山
中
尉
以
下
多
数
の
犠

牲
者
が
出
た
う
え
、
田
村
部
隊
長
も
抜
刀
さ
れ
て
敵
中
へ
切
り
込

ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
ほ
ど
、
こ
の
世
の
定
め
と
い
う
か
、

前
世
か
ら
の
因
縁
と
い
う
か
、
は
か
り
知
れ
な
い
運
命
と
い
う
も

の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
同
時
に
、
戦
争
の

悲
惨
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

自
分
は
池
田
一
等
兵
の
位
置
に
一
刻
早
く
行
け
ば
、
ま
た
木
村

兵
長
の
位
置
に
一
刻
早
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
衛
兵
所
を
出
る
の
が

一
刻
遅
け
れ
ば
、
今
一
つ
九
六
の
軽
機
が
三
〇
発
出
て
い
た
ら
、

敵
の
標
的
と
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
新
名
兵
長
が
引

上
げ
時
を
誤
れ
ば
我
々
の
命
も
洋
菁
墟
の
露
と
消
え
た
か
も
知
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

心
か
ら
戦
死
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
戦
中
戦
後
　 

石
川
県
　
柿
島
喜
左
衛
門
　 

昭
和
十
五
年
一
月
二
十
四
日
、
臨
時
召
集
の
た
め
輜
重
兵
第
九

聯
隊
第
二
中
隊
に
編
入
、
二
等
兵
と
な
る
。
同
年
二
月
二
十
九
日
、

第
三
陸
上
輸
卒
隊
転
属
の
た
め
三
月
二
日
宇
品
港
出
発
、
同
七
日

塘
沽
港
上
陸
、
同
月
九
日
北
支
に
到
着
し
た
。

直
ち
に
第
九
師
団
第
三
陸
上
輸
卒
隊
に
編
入
、
同
年
八
月
一
日



付
で
一
等
兵
に
進
級
、
同
年
九
月
十
日
陸
支
機
密
第
一
四
八
号
お

よ
び
総
三
一
第
一
一
二
九
号
に
よ
り
第
十
五
野
戦
航
空
■
に
転
属
。

昭
和
十
六
年
二
月
十
七
日
上
等
兵
を
命
ず
。
同
十
七
年
三
月
一

日
陸
軍
兵
長
を
命
ず
。
昭
和
十
六
年
度
陸
支
機
密
第
一
一
四
号
に

よ
り
八
月
一
日
隼
第
二
三
七
一
部
隊
に
転
属
、
同
日
栄
第
九
八
八

五
部
隊
に
配
属
、
昭
和
十
五
年
九
月
十
日
よ
り
昭
和
十
六
年
十
二

月
七
日
ま
で
北
支
那
に
あ
り
て
支
那
事
変
勤
務
に
従
事
。

昭
和
十
七
年
陸
支
機
密
第
二
二
号
に
よ
り
七
月
二
日
第
二
三
七

三
部
隊
に
転
属
、
同
日
栄
第
九
八
八
五
部
隊
に
配
属
。

昭
和
十
七
年
九
月
一
日
下
士
官
勤
務
を
命
ず
。
昭
和
十
六
年
十

二
月
八
日
よ
り
昭
和
十
八
年
一
月
十
四
日
ま
で
第
九
八
八
六
部
隊

に
あ
り
て
大
東
亜
戦
争
お
よ
び
支
那
方
面
勤
務
に
従
事
す
。
昭
和

十
五
年
陸
支
機
密
第
二
五
四
号
第
三
十
四
条
に
よ
り
西
部
第
九
五

部
隊
に
転
属
の
命
あ
り
。

昭
和
十
八
年
一
月
十
四
日
北
京
陸
軍
病
院
に
急
病
の
た
め
入
院
、

同
年
二
月
二
日
治
癒
退
院
。
同
日
よ
り
帰
還
兵
舎
に
て
下
士
官
勤

務
に
従
事
す
。
同
月
十
八
日
北
京
出
発
、
十
九
日
山
海
関
通
過
、

同
二
十
一
日
安
東
通
過
、
同
二
十
三
日
釜
山
出
発
、
同
日
下
関
上

陸
、
同
二
十
四
日
西
部
第
九
五
部
隊
木
部
に
到
着
し
、
部
隊
長
今

西
少
将
閣
下
に
申
告
、
同
月
二
十
七
日
召
集
解
除
と
な
る
。

褒

賞
＝
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
支
那
事
変
の
功
に
よ

り
勲
八
等
瑞
宝
章
授
賜
、
あ
わ
せ
て
支
那
事
変

従
軍
記
章
を
授
与
さ
れ
る
。

善
行
証
書
＝
昭
和
十
八
年
二
月
二
十
四
日
善
行
証
書
付
与
。

適
任
証
書
＝
昭
和
十
八
年
二
月
二
十
四
日
兵
科
下
士
官
適
任
証

書
付
与
。

以
下
戦
記
を
記
す
。

昭
和
十
五
年
九
月
野
戦
航
空
■
転
属
、
ま
も
な
く
戦
闘
機
補
給

命
令
に
て
南
苑
航
空
■
よ
り
大
原
分
遣
隊
ま
で
飛
行
機
六
機
分
の

補
給
任
務
で
部
下
一
名
と
と
も
に
大
原
に
向
け
出
発
。

途
中
「
せ
い
け
い
」
駅
手
前
で
河
北
省
か
ら
山
西
省
ま
で
の
中

間
に
、
石
太
線
最
大
の
難
所
で
険
し
い
山
岳
地
帯
を
抜
け
ね
ば
な

ら
ぬ
か
所
が
あ
る
。
先
に
出
発
し
た
貨
物
■
の
貨
車
の
こ
と
ご
と

く
は
破
壊
さ
れ
て
、
軍
需
品
の
す
べ
て
が
奪
わ
れ
、
宰
領
者
は
全

員
戦
死
し
た
個
所
で
す
。

機
関
車
は
横
転
し
て
炎
上
、
貨
車
も
全
車
両
焼
き
つ
く
さ
れ
て

お
り
、
車
輪
と
鉄
部
の
み
が
残
っ
て
い
た
。

自
分
た
ち
は
そ
こ
を
無
事
通
過
し
て
娘
子
関
に
到
着
。
鯉
登
り



の
滝
が
何
も
知
ら
ず
に
美
し
い
流
れ
を
彩
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
は

八
路
軍
が
山
岳
上
に
常
駐
し
て
い
て
獲
物
を
狙
っ
て
い
る
場
所
で

す
。
汽
車
が
速
度
を
ゆ
る
め
ね
ば
車
両
の
側
面
が
え
ぐ
り
傷
つ
く

狭
さ
で
す
。

昭
和
十
六
年
塘
沽
分
遣
隊
当
時
、
天
津
港
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
航

空
機
材
の
見
積
り
・
積
載
に
関
す
る
す
べ
て
の
任
務
を
帯
び
て
天

津
貨
物
■
に
出
張
し
た
。
広
場
に
所
せ
ま
し
と
ば
か
り
何
百
個
所

に
も
分
け
て
置
い
て
あ
る
機
材
を
見
て
、
大
変
な
任
務
だ
と
思
っ

た
。
上
等
兵
に
進
級
し
た
ば
か
り
の
素
人
に
等
し
い
自
分
が
見
積

も
っ
た
貨
車
数
量
九
七
両
で
す
。
早
速
に
貨
物
■
に
行
き
そ
の
旨

を
述
べ
て
手
配
を
申
請
し
た
。

あ
ま
り
の
こ
と
に
貨
物
■
長
の
中
佐
殿
が
出
て
き
て「
馬
鹿
こ

の
非
常
時
に
航
空
隊
だ
け
に
九
七
両
の
貨
車
が
右
か
ら
左
に
集
ま

る
か
」
と
大
一
喝
を
食
い
ま
し
た
が
、
自
分
も
身
分
は
上
等
兵
と

は
い
え
作
戦
上
の
任
務
ゆ
え
、

一
歩
も
引
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

精
い
っ
ぱ
い
反
抗
す
る
つ
も
り
で
「
デ
ハ
ヤ
メ
マ
ス
カ
」
と
ど
な

り
返
し
た
。
上
等
兵
が
中
佐
殿
に
対
す
る
態
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、

自
分
も
任
務
上
で
す
か
ら
本
当
に
精
い
っ
ぱ
い
の
建
言
で
す
。

す
る
と
少
佐
殿
が
私
の
肩
を
叩
き
「
航
空
隊
さ
ん
分
か
っ
た
か
ら

現
場
に
持
っ
て
い
き
な
さ
い
よ
」
と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
一
日

に
九
七
両
も
の
積
載
、
そ
れ
に
要
す
る
作
業
人
は
み
な
中
国
人
労

働
者
ゆ
え
チ
ェ
ッ
ク
を
要
す
る
か
ら
、
地
区
司
令
官
の
大
木
大
佐

部
隊
と
憲
兵
隊
に
依
頼
し
て
無
事
任
務
を
果
た
し
た
と
き
は
、

立
っ
て
い
る
気
力
も
な
い
く
ら
い
疲
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
兵
長
の
時
の
十
七
年
十
二
月
中
旬
、
二
五
〇
㌔
爆
弾
お

よ
び
一
〇
〇
㌔
焼
夷
弾
と
ガ
ソ
リ
ン
輸
送
の
た
め
部
下
二
人
を
連

れ
て
南
苑
航
空
隊
よ
り
出
発
し
た
。
翌
朝
創
県
駅
に
到
着
、
ほ
っ

と
す
る
間
も
な
く
最
後
部
の
貨
車
三
両
、
展
望
車
一
両
の
四
両
が

脱
線
転
覆
し
た
。
朝
霧
が
立
つ
静
か
さ
を
破
る
衝
撃
音
で
、
私
は

事
故
確
認
と
手
配
の
た
め
急
ぎ
現
場
確
保
に
当
た
り
、
駅
詰
め
の

憲
兵
上
等
兵
に
事
後
処
理
で
き
る
よ
う
協
力
を
要
請
し
た
。

一
番
先
に
到
着
し
た
部
隊
に
検
問
の
歩
■
配
置
、
残
余
の
無
事

な
貨
車
を
一
刻
も
早
く
出
発
さ
す
こ
と
、
同
時
に
自
分
の
本
隊
お

よ
び
南
京
分
遣
隊
に
事
故
発
生
の
電
文
を
打
つ
な
ど
の
手
配
を
す

る
一
方
、
事
故
車
両
の
除
去
と
積
み
替
え
作
業
の
段
取
り
、
ク
リ
ー

の
人
数
の
確
保
に
専
念
し
た
。
部
隊
長
も
爆
弾
と
分
か
り
恐
る
恐

る
近
寄
る
始
末
で
、
作
業
す
る
ク
リ
ー
た
ち
を
納
得
さ
す
の
に
時

間
が
か
か
っ
た
。



こ
の
問
題
は
事
故
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
責
任
の
な
す
り
会
い

で
な
か
な
か
証
明
書
を
渡
し
て
も
ら
え
ず
、
つ
い
に
事
故
発
生
か

ら
何
十
時
間
を
経
て
も
埒
が
あ
か
ず
午
前
一
時
、
会
議
室
に
行
き

列
車
の
出
発
を
申
し
出
た
。
自
分
で
は
朝
五
時
か
ら
の
作
業
指
示

や
何
か
ら
何
ま
で
の
指
揮
に
よ
る
心
労
、
疲
労
は
想
像
以
上
の
も

の
だ
っ
た
。

話
は
前
後
す
る
が
、
昭
和
十
六
年
六
月
十
六
日
に
内
地
で
は
隣

県
新
湊
市
の
大
火
が
あ
っ
た
の
を
新
聞
で
知
っ
た
。
私
は
五
円
を

見
舞
金
と
し
て
送
金
し
ま
し
た
が
、
当
時
新
聞
紙
上
に
報
じ
ら
れ

感
謝
状
が
南
苑
の
部
隊
ま
で
届
き
、
嬉
し
か
っ
た
の
も
思
い
出
の

一
つ
で
す
。

ま
た
、
人
の
運
と
不
運
は
紙
一
重
と
申
し
ま
す
が
、
私
ら
同
年

兵
で
下
士
官
勤
務
を
果
た
し
、
先
の
部
隊
長
が
任
官
を
指
示
し
て

申
し
送
っ
た
の
に
、
後
任
部
隊
長
が
身
長
の
低
さ
を
理
由
に
、
つ

い
に
任
官
で
き
ぬ
ま
ま
八
人
は
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

十
八
年
二
月
二
十
七
日
除
隊
に
な
り
四
月
二
十
六
日
会
社
に
復

職
、
同
年
五
月
十
日
、
私
立
青
年
学
校
指
導
員
を
命
ぜ
ら
れ
、
終

戦
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。

終
戦
を
迎
え
、
十
月
十
日
ご
ろ
連
合
軍
マ
ー
カ
ッ
ト
少
将
よ
り

小
学
校
長
あ
て
に
「
国
土
復
興
の
た
め
に
早
急
に
青
年
団
を
結
成

せ
よ
」
と
の
通
達
が
あ
り
、
私
に
指
名
が
回
っ
て
き
ま
し
た
。

早
速
同
年
代
の
心
当
た
り
の
方
に
呼
び
掛
け
、
街
の
復
興
に
関

す
る
初
会
合
を
開
き
ま
し
た
。
最
初
に
何
か
ら
手
を
付
け
る
か
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
荒
れ
果
て
た
小
学
校
の
修
理
を
冬
が
く
る
ま
で

に
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
直
ち
に
作
業
を
開
始
し
た
。
気

が
つ
い
た
時
、
私
は
泣
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
、
日
本
の
再
起

は
意
外
に
早
い
と
確
信
、
私
は
こ
の
日
を
日
本
復
興
の
日
と
決
め

て
お
り
ま
す
。
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
日
は
日
本
再
建
を
果
た
す

記
念
す
べ
き
私
の
日
で
す
。

戦
争
体
験
記
　 

埼
玉
県
　
守
谷
昌
平
　 

昭
和
十
六
年
徴
兵
検
査
に
よ
り
第
二
乙
種
合
格
と
な
り
、
農
業

に
従
事
し
な
が
ら
在
郷
軍
人
と
し
て
郷
土
の
た
め
に
働
い
た
。
日

中
戦
争
は
ま
す
ま
す
戦
線
が
伸
び
、
つ
い
に
大
東
亜
戦
争
と
な
っ

た
。




